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:  は し め に

青森県における機械移植は,4%が中・成苗で占められ,

健苗育成の上から, 1箱当たりの播種量は年々減る傾向に

ある。そんな中で,成型ポット苗は,今までの中苗に比べ

苗の形質が向上し,本田での活着及び初期生育が促進され
ることから,特にヤマセの影響を強く受ける地域で普及が
進んでいる。今後,この初期生育の良さを生かした肥培管

理の検討が期待されるところであるが,1984年及び1985年

の試験において,成型ポット苗並びに播種量を減じた苗を
用いた場合の生育・収量性について二,三の知見を得たの

で報告する。

2減 験 方 法

試験は1984年及び1985年の 2か年行った。供試品種はア

キヒカリを用い,供試苗の種類として成型ポット苗 (1箱
当たり乾籾播種量 45′ ),50′ 播苗 (同 じく50,),70,
播苗 (同 じく70,)及び慣行中苗の 100′ 播苗 (同 じく100

′を使用した。育苗日数は,成型ポット苗が41～ 42日 ,50
′播苗及び70夕播苗が40～ 41日 , 100′播苗が36～ 38日 で

あった。成型ボット苗は専用の播種機で 3～ 4粒播きとし,

他は人手による散播であった。成型ポット苗は播種後直ち

にビニールハウス内に置床し,半遮光性の保温資材で被覆
し出芽させた。その他については,播種後24時間加温した
後,同様に置床した。移植時の苗の生育については表 1に

示した。

本田における耕種概要を述べると, 移植日は 5月 20日

1984)及び 5月 21日 (1985)であった。施肥量はN:09,
P205:14,K20:09″ /α であった。 栽植密度は
278株 /″ (1984)及び256株 /イ (1985)であった。植

表1 供試苗の種類及び生育

苗 の種 類 韓ω
葉 齢
(枚 )
風乾重
(幣/味 )

充実度
(ワ/")

成型ポット苗
'84

'85

114
164

50′ 播 苗
16 4 41 40 1 2 45

70′ 播 苗

100′ 播 苗
'84

'85

14 9

27 8

付本数は,成型ポット苗は株当たり3～ 4本のポットを選
び,その他の苗は 4本の手植えとした。追肥は1984年には

減数分裂期に1985年には幼穂形成期にそれぞれ 02″ /a
を施した。区制は1984年には 1区 loイの 3反覆,1985年 に

は 1区 14アの 2反覆とした。

3 試験結果及び考察
(1)本田の生育

成型ポット苗は,初期生育が旺盛で,茎数は1984年の試
験では 6月 8日で慣行で 100夕 播種に対して 124%,1985

年の試験では 6月 10で 150%と 多かった。また,同 じ散播

箱育苗での比較では,播種量を減したうす播きの苗ほど初
期の茎数は多くなり生育は旺盛であった (表 2)。 これを

1985年の節位別の分げつ発生からみると,成型ポット苗及
びうす播きの苗は,慣行の 100′ 播苗に比べ,低節位から
の分げつ発生が多く,平均発生日も, 3, 4, 5号の各節
位で早い傾向を示した。また,節位月1分げつの有効化を苗
の違いで比較すると, 1号から5号までの各節位では有効

化率に差はなかったが,比較的弱勢穂となりやすい 6, 7

号の高節位及び 2次分げつで,慣行 100′ 播苗が,成型ボ

ット苗及びうす播きの苗に比べ,有効化するものが多かっ
た。出穂期は, うす播きの苗ほど両年次共に早く,成型ポ

ット苗は, 100′播苗に比べ 2日早まった(表 3)。

●)収量及び収量構成要素
収量は,成型ポ ツト苗が,慣行 100′ 播苗に比べて 2か

年を通じ103%と 高く,う す播きの50′播苗もlo6%と 高

い収量を示した。登熟歩合をイ当り靭数との関係でみると,

成型ポット苗及びうす播きの苗は,慣行の 100′ 播苗に比
べ1984年の試験では,靭数が多かった割に登熟歩合の低下

はわずかで,1985年の試験では,籾数が少ないことを考慮

しても,登熟歩合が明らかに高かった。特に1985年の枝梗
別登熟歩合の結果から見られるように成型ポット苗及びう

す播き苗は, 1次枝梗粒に比べ 2次枝梗粒で登熟歩合が高

く,このことが全体の登熟歩合を高めたものと考えられた

(表 4)。

以上のことから,成型ボット苗及び播種量を減じたうす

播きの苗は,苗の形質が優れ,初期生育が旺盛で,慣行苗
に比べ分げつの発生が早く,出穂も早かった。また,成型

ポット苗及びうす播きの苗は,慣行苗に比べ多収となり,
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その要因として,株内での穂の構成が登熟力の高い強勢穂  れた。
で占める割合が高く,穂の登熟の描いが良いためと考えら

表 2本 田の 生 育

年

次
苗の種類

茎  数 (本 ノイ)
下 段 指 数 出穂期

(月 。日)

成熟期

(月 。日)

得 長

(c● )

穂 長

(“ )

穂 数

の イ )

寡
効著
(%)6月 /8日 6チン18曰 6月/29日 7月/12日

素ット響

70'播苗

100,欄印ヨ
117

(100)

５０

０８

２５

００

２５

００

617
H0
556
99

562
(100)

787
〈100)

8.3

8.4

8・ 5

9.18

9.18

9.20

178

176

175

年

次
苗の種類

茎  数 (本 /イ )
下 段 指 数 出穂期

(月 .日 )

成熟期

(月 .日 )

拝 長

(c● )

穂 長

(C8)

穂 数

(本 /")

有効茎
歩 合
(%)6E /t0El6El2t1 7月 /2日 7月 /15日

成  型
ポット苗

50,播苗

70,播苗

100,播苗

212
150

206
167

189
104

141

(100)

353
117

402
133

348
115

302
(100)

２２

００

３７

２２

４８

２２

０２

００

730
91

822
100

829
103

801

(100)

8 9 673

657

64 9

689

衰3 節位別分げつの発生及び有効化 (1985年 )

節

位

平均発生日 (月 。日) 有効茎数因/発生茎数{利

ポット
苗
50,播
苗
70′播
苗
100,
幡 苗
ポット
苗
50,播
苗
70,播
苗 .
100′
幡 苗

1・ 2号

3号
4号
5号
6・ 7号

2次

(6.9)
6.9
6.13

6.21

6.30

7.1

(6.11)

6.7
6.14

6.21

7.1
6.00

(6.5)
6.3
6.17

6.23

6.30

7.2

(6.17)

6.15

6.18

6.24

7.1
7.3

5/5
6/6
9/10
10/10

11/18

4/25

8/8
6/8
10/10
9/9
8/18
4/25

1/1
8/8
10/10

'/912/15
5/24

1/1
7/7
9/9
10/10

11/12

11/21

株から 1 10個体を調査し

1・ 2号は 1号の苗代分げつを除いた 2号の発生日。

4 収量,収量構成要素

年

次
苗 の 種 類

全 重
(49/a)

精靭重

(la/・ )

玄米重

(tr/a)

同左比

(%)

″当たり
籾  数
(X loo粒 )

登熟歩合 (%) 千粒重

(夕 )1次枝梗 2次枝梗 合  計

成型ボット苗 1553 756

70'播 苗 154 1
100,播 苗 153 6

成型ポット苗 172 5

50,播 苗 1800 850

70夕 播 苗 179 7

100,播 苗 177 0 919 673 (100) 212
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